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１２月４日（日） 

アカマツ林整備作業 

１３：３0～1５：３0 

 

◆参加者：８名 

◆内容：うん・えー会の後、アカ

マツ林の整備を行いました。曇天

ながら寒いほどではなく作業し

易い天候でした。三班に分れＡ及

びＣ～Ｅ地区の草刈り及び萌芽

枝刈りを行いました 

一班は1月に予定している高校

生研修の準備を兼ねて、遊歩道よ

り山側のＡ、Ｃ、Ｄ地区のススキ

等丈の高い草やサルトリイバラ

等棘のある植物の刈り取りを行

いました。 

二班はＣ地区の谷側、遊歩道から

作業道間の急斜面のシダ等を刈

払機を使って、安全に留意しなが

ら刈払いました。 

三班はＤ、Ｅ地区の谷側、こちら

も急斜面ですが広葉樹の萌芽枝

やシダを道具を使い分けながら

手作業で刈りました。 

繁茂した草木に覆われ幼木・実生

が埋もれていたアカマツ林、１０

月からの計３回の整備作業で一

部を残してはいますが日当たり

良好な状態になりました。本日が

今年最後の活動になりましたが、

気分もスッキリと年を越せそう

です。 

【ふりかえりより】 

・赤松の幼木を数多く見かけまし

た。来年の様子を楽しみにしたい

と思いました。 

・時間が短い中でしたが、しっか

り草刈りできて良かったと思い

ます。 

１２月１１日（日） 

納会 

９：３0～1３：５０ 

 

◆参加者：１２名 

◆内容： 小雨が降り、納会が無

事に出来るかと心配をしながら

スタートしました。 

カブ森ではC地区からB地区・A

地区に移動しながら、活動を始め

た30数年前の森の様子を聞き、

活動を続けたことが現在の森を

形成させている事を知りました。

春にはムラサキケマンが咲誇っ

た事、榾木をつくる為にクヌギを

伐倒したままにしている事、クヌ

ギの萌芽更新の様子などの話を

聞きました。 

次に、アカマツ林に移動し五か年

計画の説明を聞きました。福岡地

区では油山しかアカマツの群落

が存在しないことを知り、アカマ

ツを保護する活動の大切さを知

りました。 

A地区～F地区を移動しながら

今年の振り返りを確認、アカマツ

を保護する為には松の落ち葉を

取る「地カキ」と「下草刈」を行

わないと松の幼木が生えてこな

い事、また急傾斜地の下草刈りが

進まないことの説明も聞きまし

た。 

昼食後、活動全般を振り返りまし

た。保険の話や女性の意見を反映

させなければという話が出まし

たが、特別扱いではなく、体力が

ある人はそれなりの作業、そうで

無ければ別の作業があり、その他

の行事で木工や昆虫調査・草木染

など楽しみがなければ活動が継

続できないという意見がでまし

た。伐採作業は達成感があるがそ

れだけでは年24回、何十年も活

動を続けることが出来ないので

バランスを考えて行う必要があ

ります。 

その後、毎年恒例のオカリナ演奏

を聴きながら合唱。「星めぐりの

歌」・「君をのせて」・「アンパンマ

ンのマーチ」・「カントリーロー

ド」の4曲を演奏して頂きまし

た。 

そして、大人は松葉相撲、子供達

は宝探し。景品が掛かっているの

でみんな声を弾ませながら宝を

探してくれました。子供たちの弾

んだ声は参加者全員を笑顔にさ

せてくれました。 

柏陵高校受け入れ準備班は調査

区の縄張りも行いました。 

【ふりかえりより】 

・一年最後の活動が楽しく出来ま

した。来年も頑張って楽しみたい

と思います。 

１月８日（日） 

臨時活動 

シイタケ榾木作り、材処理 

９：３0～１５：０0 
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◆参加者：１３名 

◆内容：これまで榾木作りはチェ

ーンソーを使用することから、

「特別活動」として平日に行って

きましたが、参加者の確保が難し

くなってきたこと、定例活動でも

チェーンソーを使う機会が増え

てきたこと、保険の問題が解消し

たことから新たに「臨時活動」と

して初めて日曜日に設定しまし

た。その結果、子ども会員4名

を含め13名の参加を得て賑や

かな活動になりました。 

A地区観察小屋跡前で作業概要

の説明をした上で2班に分け、1

班はチェーンソーを使用するグ

ループ、2班は子どもを含めた材

処理グループとしました。 

午前中1班はC地区に向かい、

伐採されていた1本を玉切りし、

材処理をした後に、扱いにくい太

目の部分を除いて、15本の榾木

を作って遊歩道脇に積みました。

枝葉はヤードに投入し、太目の材

は現地に並べて虫などの揺籃と

しました。 

2班は2本の材処理を行い、川

の右岸に搬入したうえで、更に細

かくして見栄え良く整理しまし

た。 

午後は1班もA地区に戻って玉

切りをし、それに合わせて2班

と一緒に材処理をしました。 

A地区では若干太目のものも含

め25本の榾木が採れて、湿地下

の遊歩道沿いに積みました。 

午後の材処理は早めに終わった

ので、子ども達は遊歩道の落葉掻

きをしてくれました。 

【ふりかえりより】 

・初めてのシイタケ榾木作り作業

に参加して、枝カット、木を移動

するなどいろんな作業を知るこ

とが出来、学び多い一日でした。 

・久しぶりにチェーンソーで玉切

りに取り組みました。安全に終え

てよかったです。チェーンソー整

備も思い出しながらできて良か

った。 

 

１月１３日（日） 

柏陵高校環境科学科油山研修 

９：３0～1５：３０ 

 

◆参加者：会員７名、 

柏陵高校教師３名、生徒３７名、

レンジャー１名 

◆内容：アカマツ林・カブトムシ

の森での里山保全活動に関する

現地説明、油山の動植物に関する

生態系や植物遷移、市民の森や森

会の歴史や里山保全活動の目

的・方法などに関する室内講習を

行いました。 

雨天になる予報だったため、これ

までアカマツ林で行ってきた｢ア

カマツ幼木探し｣、｢地搔き｣、｢伐

倒体験｣から、上記の雨天バージ

ョンに急遽変更しました。 

先生からは有意義な研修だった

との報告であったが、生徒はやは

り屋外の活動の方が楽しいよう

に感じられました。 

来年度は、午前中カブ森での自然

観察と伐倒体験。午後幼木探しと

地搔きをする案について考えた

いと思います。 

１月２９日（日） 

カブ森作業  

クヌギの伐採、草刈り 

９：３0～1６：００ 

 

◆参加者：１１名 

◆内容：C地区東屋に道具を置

いた後、作業に先立って、１月８

日に作ってC地区並びにA地区

に積んでおいた榾木用材を、車に

搭載できる場所まで持ち上げま

した。作業前の良いウォーミング

アップでした。 

東屋に戻って作業内容の確認を

した後、A地区とC地区の２班

に分れて作業に取りかかりまし

た。 

A地区班は午前中かけて、休憩小

屋北側の直径２９ｃｍのクヌギ

を伐採、午後は西側遊歩道脇の直

径２７ｃｍのクヌギを倒しまし

た。その後材処理に移りましたが、

チェーンソーがC地区班から届

いたのが整備で遅れた為、玉切り

は遊歩道に掛かった部分だけで

時間切れとなりました。 

C地区班は平坦部分の中心辺り

にあった直径３８ｃｍのクヌギ

の伐採に取り掛かりました。これ

まで伐倒に本格的に関わってな

かった方が多かったので、安全な

伐倒についての説明を聞きなが

らじっくり取り組み、昼食までに

受け口が完成しました。 

午後になって伐倒、続いてチェー

ンソーも使っての材処理、玉切り

をしました。手が空いているとき

に、斜面でのササ刈りも少々行い

ました。 

【ふりかえりより】 

・倒す方向に向けての受け口の印

づけなど重要だと思いました。 

鋸はまっすぐ水平に切ることの

難しさを実感。皆、安全面に常に

気を配ってあるのが素晴らしい。

自分も気をつけようと思いまし

た。 

２月５日（日） 

アカマツ林整備 

９：３0～１６：１０ 
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◆参加者：８名 

◆内容：風もなく冬晴れの穏やか

な日和のなか、年明け最初のアカ

マツ林整備作業を行いました。シ

ダと萌芽枝刈り及び広葉樹の除

伐を２班に分かれて実施しまし

た。 

シダと萌芽枝刈りの場所はＣ地

区のガイダンス広場直下の崖部

と、斜面中腹の作業道から下の一

部及び遊歩道から下の傾斜地、更

にＤ地区の尾根部の秋以降の作

業で刈り残したエリアを対象に

行いました。 

生長して茎が硬くなったシダ、太

さも大小あり棘性のものも混じ

った萌芽枝を中厚鎌、長柄鎌、剪

定鋏、刈込鋏、ノコを駆使しなが

ら刈りました。延べ6人がかり

でしたが、Ｃ地区は刈り終えたも

ののＤ地区は次回に持ち越し部

分もあるほど量も多く、ハードな

作業となりました。この作業で更

にアカマツの実生、幼木の日当た

りが良好となりました。 

広葉樹の除伐は午前中、Ｄ地区斜

面下部の直径２４ｃｍのユズリ

ハを対象に行いました。班はベテ

ランと経験の浅いメンバー４人

で組み、伐木の技術、安全の基本

を再確認しながら丁寧に作業を

進め、最後はセオリー通りクサビ

打ちで目標方向に倒しました。 

午後はチェーンソーも使い玉切

り、枝落としの材処理を行いまし

た。 

Ｅ地区の除伐は足元が危険な崖

部に立つ直径２５ｃｍのアラカ

シが対象でした。チェーンソーも

使える経験豊富なメンバーで、先

ずは太い枝を高枝ノコで落とし、

掛り木の危険がある谷側に傾い

ていた重心の調整をし、目標方向

を定めてロープを張って、チェー

ンソーで受け口次いで追い口切

り。最後はクサビをかまして、ロ

ープを引いて倒しました。またこ

のエリアでは直径３～１０ｃｍ

の小径木を十数本除伐しました

その結果、水の森へ向かう遊歩道

から見上げると遮るものなく 

Ｅ地区のアカマツ林が見通せる

明るい状態になりました。 

計画した作業をほぼ完了でき充

実した一日でした。 

【ふりかえりより】 

・２週連続の伐倒でしたがまだま

だ覚えることが多いので、経験を

積んでいければよいなと思いま

した。 

２月１２日（日） 

シイタケコマ打ち作業 

９：３0～１２：００ 

 

◆参加者：１６名 

◆内容：朝から快晴で風もなく穏

やかな日に、シイタケの駒打ち作

業を行いました。はじめにシイタ

ケ栽培について、クヌギの伐採、

葉枯らし、玉切り、コマ打ち、仮

伏せ、本伏せの流れの説明を行い

ました。シイタケのコマ打ちにつ

いては、縦２０ｃｍ、横４ｃｍ間

隔で打つこと、および電気ドリル

の安全な使い方を説明しました。

その後、保管していたホダ木を自

然観察センター前の広場に、細い

木から太い木の順番に並べ、細い

木から順番に電気ドリルで穴開

けを行いました。標準の直径１０

ｃｍのホダ木であれば約４０個

の駒を打ちました。ホダ木は直径

７ｃｍくらいから直径２０ｃｍ

くらいまでありました。最初は細

いホダ木でスムーズにコマうち

ができたのですが、太いホダ木と

なると運搬も大変で、その後、木

が硬いためか、ドリルが木に入っ

てとれないというトラブルが多

数発生。森会のドリルは、パワー

不足で歯が立たず、自然観察セン

ターから借りた電気ドリルが活

躍しました。最終的に約４０本の

ホダ木に駒を打ちました。最後に

井桁状にホダ木を積み、遮光シー

トをかけて仮伏せしました。 

【ふりかえりより】 

・コマ打ち初体験でした。電動ド

リル使用にあたっての安全事項

を確認して作業を進めることを

心がけました。貴重な体験をさせ

ていただきました。 

アカマツ林整備作業 

１２：５０～１５：３０ 

 

◆参加者：１０名 

◆内容：しいたけコマ打ち後の午

後、今年度最後のアカマツ林整備

活動を行いました。 

道具は事前に道具係と世話役だ

けでリヤカーに積み込みこんで

準備し、速やかに作業開始。作業

時間は正味 1 時間半の短い活動

でしたが、分担して予定通りの作

業を終えることが出来ました。 

Ｄ及びＥ・Ｆ境界付近と遊歩道沿

いのシダ・萌芽し刈り、Ｅ地区で

先週除伐した広葉樹アラカシの

材処理を行いました。 

次回作業で除伐予定の広葉樹周

辺の作業環境も整えることが出

来、伐った材をまとめ置くヤード

の整備やＤ・Ｅ地区の作業道ルー

トも考え、作業後は全員で来年度

の整備内容をイメージながら作

業の振り返りを行いました。 

【ふりかえりより】 

・森の手入れはとても大変である

ことがよく分かりました。今後ど

のように変わってくるのか楽し

みです。 

・前回伐採したアラカシの材処理、

相変わらず急斜面での作業での

気が抜けない作業でした。 
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特集＜2022 年度の活動の振り返り＞ 

 
２023 年度は、５ケ年計画最終年であり、次の５ケ年計画を策定する必要があります。そこで今回は、2022

年度のカブトムシの森、アカマツ林に関する活動を振り返りたいと思います。 

 

活動名 カブトムシの森作業 世話役名 静間 

活動目的 

年間目標 

・Ａ地区中心にクヌギ、コナラの伐採と萌芽更新の促進 

・ネザサ、イタドリ等の雑草、萌芽枝、常緑樹実生の刈り取り 

・複層林化の促進とギャップでのクヌギ、エノキ実生の育成 

・クマノミズキ、アラカシ等の高木伐採 

活  動  実  績 

 月 日 内容    

4/17 

5/29 

7/3 

10/16 

11/6 

1/29 

3/19 

A地区でクヌギ伐採と材処理、A地区での草刈り 

A、B地区で草刈り  ※午前は海の中道のボランティアがC地区で草刈り体験 

草刈り（A地区手作業、 Ｃ地区刈り払い機）  

A地区で草刈り 

A地区で榾木用クヌギ等伐採と草刈り  ※玉切りは1/8臨活、運搬は1/29 

A、C地区でクヌギ伐採 

同上予定 

（良かった点） 

・A、C地区のクヌギ、コナラの伐採が進んだ 

・特にA地区でクヌギの萌芽更新の景色が目立つようになった 

課題・その原因・改善点  

・A地区のヒメヒオウギズイセンは地道に除去し

ていくしかない。根絶は困難？ 

・B地区沢沿いの常緑高木の伐採 

・森会では対応が難しい位に成長した高木への対

処 

・ナラ枯れへの対応 

対策・改善案 

・今後も除去作業を継続する 

 

・臨活でチェーンソーでの伐採をする 

・引き続きセンターに依頼していく 

 

・推移を見ながら、必要に応じて管理事務所などと情報共

有して、被害木処理、予防などに当たる 

 

 

活動名 カブ森植生調査 世話役名 鎌田・柴戸 

活動目的 

年間目標 

 

カブトムシの森づくりに役立てる 

草本植物の変化を調べることで、会員に除間伐の効果を実感してもらう。 

活  動  実  績 

 月 日 内     容 

４月17日 

10月16日 

カブトムシの森A地区にある旧コドラートAにおいて、草本調査を行う。（春と秋の２回） 

成果（良かった点） 

春と秋の調査が実施できた 

課題・その原因・改善点  

新しい種が中々侵入してこない 

 

 

対策・改善案 

より豊かな植物相を形成するため試験的に裸地（人為的なかく乱）を作

り、埋土種子や近隣からの飛来による発生を促すと共にカブトムシの森

以外の市民の森内からの表土移植や種子採取・散布などを行いたい 
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活動名 アカマツ林整備 世話役名 国広 

活動目的 

年間目標 

アカマツ群落保全のため広葉樹の除伐により植生遷移を防ぎ、草・萌芽し刈りや地掻きにより

実生・幼木の生育促進を図る。 

【作業目標】①草・萌芽し刈り（保存対象植物は保護）②Ｅ地区を中心に広葉樹の除伐・材処

理（保存対象樹は残存）③作業道・ヤードの整備④アカマツ幼木の間伐 

活動実績  

 月 日 内     容 

４月３日 

（１１名） 

 

１０月２日 

（１３名） 

１１月２０日 

（７名） 

１２月４日 

午後（８名） 

 

１月１３日 

２月５日 

（８名） 

 

 

２月１２日 

午後（ 名） 

Ｄ地区斜面下部で伐倒済みタブノキ（φ３５ｃｍ）の材処理（チェーンソーによる太枝落とし・

幹の玉切り、ヤードへの運搬・細枝の細断、ヤードの古材整理） 

Ｃ～Ｆ地区の斜面及び遊歩道沿いのシダ刈り 

Ａ、Ｃ、Ｄ地区遊歩道沿いの草刈り 

Ｃ、Ｄ地区斜面及び作業道の草・萌芽し刈り（作業道より下部に刈払機２台） 

Ｃ地区作業道より上部斜面、Ｄ地区斜面及びＥ地区崖部のシダを主の草・萌芽し刈り。Ａ、Ｄ、

Ｆ地区で柏陵高校研修（体験伐倒）の対象木選定 

Ａ地区の棘性植物等の除去（柏陵高校研修準備） 

Ｃ地区作業道から遊歩道間斜面のシダ刈り（刈払機1台） 

Ｄ、Ｅ地区斜面の萌芽し・シダ刈り  

＜雨天中止＞ 

Ｃ、Ｄ地区のシダ・萌芽し刈り 

広葉樹の除伐（Ｄ地区・ユズリハφ２４ｃｍ、Ｅ地区・アラカシφ２５ｃｍ及び周辺の小径

木十数本φ３～１０ｃｍ）（ユズリハの材処理、アラカシの伐倒にチェーンソー使用） 

［予定］Ｄ、Ｆ地区のシダ・萌芽し刈り及びＥ地区の除伐済み広葉樹の材処理 

成果（良かった点） 

●これまでの長年の活動で日当たり良好となったＣ～Ｅ地区に実生・幼木が増え、幼木の生長も顕著となって

いるが、今年度もシダ・萌芽し刈りがほぼ予定通り行え、更なる生長が期待できる。 

●植生遷移を抑制するための広葉樹の除伐・材処理も実施できて、見通しも増しアカマツ群落としての景観も

更に良くなった。 

●刈払機、チェーンソーの機械道具を必要に応じて使用し、効率的な作業ができた。 

●傾斜地の作業、伐木作業、危険を伴うが安全作業で怪我無く実施できた。 

課題・その原因・改善点  

●世話役が活動日に参加出来なくなることがある 

●作業道の新規整備（Ｄ～Ｅ地区）、補修（Ｃ～Ｄ

地区）＊自然劣化、イノシシ害 

 

●崖地の作業に危険が伴う 

 

●伐木作業の技量アップと安全作業 

 

 

●草刈りや伐倒に際し、急斜面で足場の悪い危険

な場所が多く、子供や見守り者の作業場所が限定

的になりがち 

●機械道具の使用による事故リスク 

 

対策・改善案 

➤活動実施手順（世話役の役割）を資料化。 

これをもとに助役に代行を依頼 

➤新規整備についてはシダ・萌芽し刈りを行いながらルー

トを決める。補修は除伐した材を活用して適宜、修復維持

する。 

➤足場が確保できない場所は無理に作業しない 

作業経験も加味して人選する 

➤ベテランの指導の下、リーダー等中心的役割で経験を積

んでもらう班構成とする 

基本作業の遵守を徹底する 

➤遊歩道沿いや緩斜面での草刈り作業に加え、ノコ引き体

験なども実施してみる 

 

➤基本的な安全事項（防具の着用、近接作業の禁止、足場

確保、適切な作業交代）を守って作業を行う 
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油山のお仕事日記 

「ヤブツバキ群落」 

油山市民の森・自然観察指導員 小川真樹 
 

油山で、福岡県レッドデータブック（RDB）に掲載

されている植物群落といえば・・・？森会の皆様なら

もちろんご存知の「アカマツ林」ですよね。人の営み

の変化とともに山の管理が行われなくなり、常緑樹が

成長し、水や栄養の獲得競争が得意でないアカマツの

林が減少しています。油山のアカマツ林は RDB カテ

ゴリーⅠ「緊急に対策が必要」とされています。森会

の役割の大きさがわかりますね。 

ところで油山にはもうひとつ、県 RDB 掲載の植物

群落があるのをご存知でしたか？今回のお仕事日記の

タイトルにもなっている「ヤブツバキ群落」がそうで

す。RDB2011 に記載されている選定理由を読むと、

“ヤブツバキは照葉樹林では普通に含まれる種である

が、椿油をとるために選択的に伐り残されて優先種と

なった群落である。油山の谷沿いではスダジイなどの

照葉樹が成長してヤブツバキは減少している。”とあり

ます。折々に語られる椿油の逸話と重なる森がこの市

民の森に残っているのです。場所の記載もあります。

“油山では自然観察の森の渓流沿いにヤブツバキが多

く見られる群落が成立している。”・・・確かに、メジ

ロ小屋のまわり、ヤマガラ小屋から子ども広場にかけ

て、沢沿いにはヤブツバキが多く生育しています。個

体数も相当数ありますが、その辺りはシイやカシが優

先しており、ヤブツバキは林床で細々と生きている感

じです。市民の森開園前は炭焼きが行われており、自

然観察の森はもっと明るい環境であったはずです。当

時、今より明るい木漏れ日が降り注ぐ森では、ヤブツ

バキの花が咲いて、油搾り用の果実の採取も行われて

いたのかもしれませんね。 

自然観察の森で、ヤブツバキ群落をシンボルとした

森づくりができたらいいなと思います。かつて森会が

アカマツ林を守ろうと立ち上がったように。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども広場東側（2023年2月撮影） 

私が森にいる理由 
 

カブトムシの森の提案者、 

弦間さんが、九州旅行の折、約

30年ぶりに油山を来訪されま

した。当時の思いを聞きました。 

〇 経緯 

（財）日本野鳥の会（現（公財））

職員の私が、レンジャーとして

油山自然観察の森に着任する前、

「福島市小鳥の森」の立ち上げに関わりました。

1980年代初頭の福島でも里山はあまり利用されな

くなっていました。森林が、子供達の自然観察の場

となり、以前の里山を追体験もできれば、と考えま

した。それで、油山に来て、甲虫が観察できる森を

つくることを福岡市に提案しました。 

Q.植栽後 30年クヌギは大木になり、伐るのに苦労

している。一般的に森林管理計画で感じることは？ 

A.ボランティア、現場の指定管理者、行政担当部署

の顔ぶれは、うつりかわっていきます。それら関係

者で、数年ごとに、森の目的を確認し、「だからこう

いう周期的管理をする場ですよね」、等と共有するこ

とが大切ではないでしょうか。 

Q.木が大きくなって本格的に伐り始め、今、太くな

った材の林外への持ち出し、活用が大変。今年度は

事情で指定管理者による薪づくりもなかった。 

A.どこでも材の活用は大変。福島では、被爆のこと

があるので、なお大変。森の放射線の線量を減らす

ため大木は業者さんに伐採・搬出してもらいました。 

根際の株が残っていて、木材腐朽菌で、腐朽を早め

るのが目下の関心。       （聞き手 柴戸） 

 

1993年10月26日のカブ森 

1992 年から 3ヵ年 カブトムシの森整備事業   

1994.7.22 カブトムシの森 オープン記念式典 

弦間一郎さん油山在任は 1989.10～1993.10 
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カブ森で当時をふりかえる 

弦間さん 2022年11月22日 



うん・えー会報告 
2022年12月4日(日)、9：30～12：20 

出席者：11名 

1．8～11月活動報告 

 8月21日(日) 備品管理 

9月4日(日) 木工教室 

9月25日(日) 草木染め 

10月 2日(日) アカマツ林作業 

10月16日 カブトムシの森作業 

10月16日 カブトムシの森植生調査 

11月 6日 カブトムシの森作業 

11月20日 アカマツ林作業 

2．12～3月 活動予定 

12月11日（日）納会（柏陵高校研修準備） 

1月13日（金） 柏陵高校研修（対外支援活

動） 

1月15日（日）アカマツ林作業 

1月29日（日）カブトムシの森作業 

2月 5日（日）アカマツ林作業 

2月12日（日）シイタケのコマ打ちとアカ

マツ林作業 

3月 5日（日）総会（定点写真撮影） 

3月19日（日）カブトムシの森作業 

3. 2022年度会計中間報告 

4．その他 

○JR九州による油山市民の森リニューアル計

画についての工事計画説明会報告 

○2023年度指定管理者変更に伴う森会活動

への影響事項について 

○備品管理他などの世話役補助について 

○事務局からの連絡事項：・2022年度世話役

振り返り様式をR5.1に送付予定 

○2023年2月18日東急建設ボランティア体験

希望について 

5．発送作業 ①会報144号 

 

 

 

活動予定（202３年３月）   
★〈作業〉〈調査〉〈観察〉は小雨決行 

〈うん・えー会〉〈勉強会〉は雨天決行  

活動時間：9:30集合 ～ 15:30解散 

★荒天の場合はセンターまでお問い合わせください。 

★活動内容は、当日の参加人数、天候等によって変更

になる場合があります。 

★〈作業〉の標記のある日の服装は「森会スタイル」

（長袖、長ズボンで安全に作業ができる動きやすい

服装）でご参加ください。 必要な持ち物は 

いぼ付軍手・帽子・タオル・弁当・飲物・おやつ・

筆記用具の他、必要に応じて着替え・雨具をご持参

ください。 

  

 

３月１９日（日）カブトムシの森作業 

伐採と草刈りを行います。 

 

◆新年度の活動予定は今後、ＨＰでお知らせします。

（http://www.morikai.org） 

 

 
会員登録更新手続きのご案内 

 

保険加入のため、書類の提出、会費振込などの更新

手続きは、３／２４までに済ませてください。 

お忘れになりませんように！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*********************************************** 

油山自然観察の森 森を育てる会 

会報『森ものがたり』 季刊 

編集担当：川上、平野、鎌田、静間、松雪 

*********************************************** 
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